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 2 月中旬、奥武蔵・ 伊豆ヶ岳（851ｍ）に

出かけた。同行は久しぶりに会った旧友のＭ

氏。歩きながらの昔話に、終日、話は尽きる

ことがなかった。 

 今回の山行は、伊豆ヶ岳から子ノ権現を結

ぶ尾根歩きコースとした。西武秩父線正丸駅

を 9 時出発、大蔵山集落の舗装道をテレコン

テレコン登る。途中、朝の散歩のオバアチャ

ンと道連れになり、歩きながら何やかやと屈

託ないオシャベリに興じた。9 時半、馬頭観

音でオバアチャンと正丸峠道に別れ、左の登

山道に入る。最初はスギ林の中ののんびりし

た登りが、カラ沢を渡る頃からジグザグの急

登になる。５～６cm の締まった積雪のおか

げで、滑ることもなく快適な登りである。や

がて明るい小尾根の登りになり、間もなく男

坂と女坂の分岐に出た。急な岩場の男坂入口

に危険防止の進入禁止標識があったので、小

生の判断で右手の女坂コースを選んだが、岩

場大好き人間の

Ｍ氏はいかにも

未練がましい風

情だった。11

時 15 分伊豆ヶ

岳到着。展望抜

群のはずの山頂

だが、今日はド

ンヨリ曇って残

念ながら視界ゼ

ロ。若干の休憩

の後、早々に古御岳に向かった。

急傾斜の下りと登りをこなし、

12 時古御岳頂上到着。小広い

山頂にはアズマヤやベンチがあ

り、数組の先客が弁当を広げて

いる。我々も、バーナーを焚い

てゆっくり昼食談笑タイムを楽

しんだ。12 時半出発で、高畑

山、中ノ沢ノ頭、天目指峠を経

由して子ノ権現に向かう。雑木

林の中、延々と続く尾根道の登

り下りにいい加減くたびれ果て、

15 時 15

分、よう

やく子ノ

権現に到

着した。

この天台

宗の古刹

は足腰の

神様として有名で、境内には巨大な鉄のワラ

ジが奉納されている。お賽銭を張り込んで、

今更なが

ら足腰の

無事を祈

る調子良

さ 。 後 は 、

西武秩父

線吾野駅

へとひた

す ら 歩 き 、

17 時頃、

秩父線の

ガードを

潜り抜け

たところ

でホーム

に入って

来る電車が見え、駆けに駆けて、発車間際の

電車に飛び込んだ。最後は大声一番、発車寸

前の電車を止めたＭ氏武勇伝の一幕でした。 
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